
大阪・関西万博シグネチャーパビリオン
「いのちの遊び場 クラゲ館」に

ダイナエアーのリキッドデシカント空調機
が採用されています

湿度調整の有効性

ダイナエアーのリキッドデシカント空調機第１号は、

起業翌年の2005年に開催された愛知万博のガ

スパビリオンに、燃料電池排熱をカスケード利用

する空調機として採用されました。以降、一貫して

ヒートポンプ、排熱及び未利用熱などの中温熱源

を用いてZEBやカーボンニュートラルに不可欠な

高効率調湿換気に取り組んでいます。
愛知万博 ガスパビリオン 採用されたリキッドデシカント（初号機）

今回の大阪・関西万博では、中島さち子氏がプロデューサーを務めるテーマ事業「いのちを高める」のシ

グネチャーパビリオン「いのちの遊び場 クラゲ館」にリキッドデシカント空調機が採用されました。会期中

はクラゲ館の換気と湿度コントロールを行い、除湿・加湿効果による快適な空間の実現と消費エネルギー

の削減に貢献します。

ダイナエアーと万博

『いのちの遊び場 クラゲ館』イメージ 

クラゲ館に採用されたリ
キッドデシカント空調機

気候変動により、全国的に気温・相対湿度ともに上昇傾向であり、それに

ともない空調に求められる機能も高まっています。万博会場も夏場は熱中症のリスクがかなり高い温湿度にな

ることが想定されます。また、万博会期中は多くの人が館内を出入りするため、外気の温湿度や在室人数等の

変化があっても目標の温湿度を保ち続けることが空調に求められます。対人空調における適切な湿度は40～

60％とされており、一年を通して理想の温湿度を維持し続けることは容易ではないため、温度管理をメインに

行うエアコンの他、湿度管理を行う外調機が必要となります。

ダイナエアーのリキッドデシカント空調機
リキッドデシカント空調機は液体調湿剤（調湿液）を用いて除湿・加湿を

行う空調機です。調湿液の温度と濃度を変え空気と液体調湿剤を十分

に接触させることで、空気の温度と湿度を自由にコントロールすること

が可能です。換気と湿度制御を高いエネルギー効率で両立でき

ることから、病院、介護施設、事務所、ホテル、学校、スーパー、

処理機

再生機

大阪市 2024年平均温湿度（月ごとの値）

産業施設など多くの施設へ導入されています。
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